
第３章 学校施設の実態 

３-２ 学校施設の老朽化状況の実態 

 36 

■健全度の評価（点数算定）方法 

健全度とは、５つの部位における劣化度（Ａ～D 評価）を建物単位で数値化し

た評価指標です。下表の①部位の評価点、②部位のコスト配分 から、健全度を 100

点満点で算定します。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「学校施設の長寿命化計画策定に係る解説書」(文部科学省 平成 29 年 3 月) 
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（３）施設状況と評価のまとめ 

現地調査を行った結果、学校ごとに評価が大きく分かれ、南部中学校、朝日丘小学校

については A 判定の項目が多く、高得点となっています。 

その他の学校については、Ｃ・Ｄが多く、得点が低くなっています。 
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第４章 学校施設整備の基本的な方針等 

４-１ 学校施設の規模・配置計画等の基本方針 

本計画において、学校施設の規模・配置計画等に関わる基本方針を『氷見市公共施設再編

計画』学校施設に関する基本方針の内容をふまえ、以下の２つにまとめます。 

 

『氷見市公共施設再編計画』における学校施設に関する基本方針 

方向性の区分 方向性の内容 

①更新 

給食センター 

既存施設の機能維持のため、施設

の建替えを行うもの。 

施設の老朽化が著しいことから、施設の建替

えを進めることとするが、将来の必要給食数 

児童生徒数の推移や全校へのセンター方式採

用拡大などによる影響を踏まえた規模となる

よう配慮する。 

③集約化 

小学校 

中学校 

複数の施設の再編・集約化を行う

もの。集約化にあたっては、既存

施設の活用のほか、必要に応じて

新たな施設の建設を行う。 

今後の児童生徒数の減少をふまえ、よりよい

教育環境を確保するとともに、合理的かつ効

率的な学校整備を進めるための新たな小中学

校将来計画を策定する。【 重点実施事業 】 

 

 

 

 

本計画における学校施設の規模・配置計画等の基本方針 

①小学校・中学校の統廃合 

②給食センターの更新 
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４-２ 改修等の基本的な方針 

（１）長寿命化改修等の基本方針 

学校施設の老朽化に対する整備として、従来のように建築後 40～50 年程度で改築(建替

え)するのではなく、効率的・効果的に進めるための新しい改修方法として、長寿命化改修

を行います。長寿命化改修を行うことで、コストを抑えながら改築同等の教育環境の確保が

可能となります。 

本計画においては、長寿命化改修を基本とし、学校施設を健全な状態に保ちながら長く利

用していく方針とします。以下に改築と長寿命化改修の整備判断基準を示します。 

 

整備区分 
判断基準 

現時点での築年数 その他 

改築 築 60 年超え 

 鉄筋コンクリート劣化が激しく、改修に多額

の費用がかかるため、改築した方が経済的に

望ましい施設 

 コンクリート強度が、おおむね 13.5N/mm2

以下の施設 

 基礎の多くの部分で鉄筋が腐食している施

設 

 校地環境の安全性が欠如している施設 

 建物の配置に問題があり，改修によっては適

切な教育環境を確保できない施設 

 学校の適正配置など地域の実情により改築

せざるを得ない施設 

長寿命化改修 築 40～60 年 
 コンクリート強度が、おおむね 13.5N/mm2

を超える施設 

 

また、不具合があった場合に保全を行うと

いった場当たり的な「事後保全」ではなく、

計画的に施設設備の点検・修繕等を行い、不

具合を未然に防止する「予防保全」を行う方

針とします。 

  

図 予防保全のメリット 
（『学校施設の長寿命化改修の手引 

～学校のリニューアルで子供と地域を元気に！～』より） 


